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平成30年度飯山市美術館企画展  米林雄一彫刻展  
― 宇宙への眼差し ― 

 

小布施町にギャラリー兼アトリエを構え創作活動をしている彫刻家・米林雄一（1941～、東
京都出身)の企画展を飯山市美術館で次のとおり開催します。ぜひご覧ください。 
 
１ 期  間  平成３０年９月１日（土）～１１月４日（日） 
 
２ 開館時間  ９：００～１７：００（最終入館は１６：３０まで） 
 
３ 休 館 日  毎週月曜日 

※９／１７（月）・９／２４（月）・１０／８（月）は開館 
※９／１８（火）・９／２５（火）・１０／９（火）は休館 

 
４ 入 館 料  一般３００円（２００円）、小中学生２００円（１００円） 

（  ）内は、２０名以上の団体料金 
※障害者手帳を提示された方とその介添えの方は１名まで無料 

 
 
 

＜担当課＞ 
飯山市 文化振興部 文化交流課（ 飯山市美術館 ） 
（課長）桒原 良満 （担当者）井端 伸介 
住 所： 飯山市大字飯山 1436-1 
電 話： 0269-62-1501 
ファクシミリ： 0269-62-0054 
電子メール： bijyutsukan@city.iiyama.nagano.jp 

米林雄一は「宇宙」をテーマとして、木や金属・セラミックなど様々な素材により宇宙
的なイメージを彷彿とさせる作品を創り続けています。 
今回、飯山市美術館では、1960 年代の比較的初期の作品から最新作までを網羅して展示
します。 
これまでの代表作とともに、60 年近くに及ぶ創作活動の軌跡を、ドローイングを含む 80
点余りの作品を同時に鑑賞できる貴重な機会となります。 （詳細別紙） 
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米林雄一彫刻展
平成 30 年度飯山市美術館企画展

飯山市美術館

　米林雄一は、木や金属、セラミックなどで宇宙的なイメージ
を彷彿とさせる彫刻を創り続けている。例えば、幾何学的な曲
線や直線を組み合わせた近未来的なもの、あるいは、過去の人
類の遺物遺構を想像させるようなものがあり、また、それらの
形態には様々なバリエーションがあるが、どれもずっと眺めて
いたい心地良さが感じられる。
　では、この心地良さとは一体何なのか。宇宙についての抽象
的な思索と科学的な認識が絶妙なバランスで融合し造形化され
た状態であろうか。作家が自らの心の奥底にある形を追い求め
る中で個人の領域を超えたとき、作品は鑑賞者の魂を揺さぶる
感覚をもたらすのかも知れない。
　今回、1960 年代から現在までの 60 年近くに及ぶ創作活動の
軌跡をドローイングを含む 80 点余りの作品で紹介する。宇宙
を通して人間の本質をみつめてきた米林芸術の世界観に是非触
れていただきたい。

1942　東京都生まれ

1964　金沢美術工芸大学彫刻科卒業

1966　東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了

1968　チェコスロバキア国際彫刻シンポジウムに招待される。

1979　第 14 回現代日本美術展 （東京国立近代美術館賞）

1980　東京藝術大学美術学部彫刻科講師を務める。

1987　第 13 回平櫛田中賞受賞

1996　東京藝術大学美術学部彫刻科教授を務める。

2000　「[ 微空 ] へのアプローチ 米林雄一展」 富山県立近代美術館

2008　「米林雄一退官記念展 微空からの波動」 東京藝術大学大学美術館

2009　東京藝術大学名誉教授

　　　　 「アトリエ・ナチュラル彫刻ギャラリー」 長野県小布施町にオープン。

2011　「米林雄一展 宇宙につながる彫刻」 おぶせミュージアム・中島千波館

2018　「米林雄一展 宇宙への眼差し」 飯山市美術館　

社団法人日本美術家連盟理事　社団法人二紀会理事　日本建築美術工芸協会理事

米林雄一（よねばやし ゆういち）プロフィール

１

２

1　微航音　1999　220×350×160 ㎝　スプルース材、黒鉛
2　田老残照　2014　40×65×25 ㎝　石、スプルース材、グラファイト

3　HORIZONTAL LINE　1967　360×120×80 ㎝　ケヤキ材、着彩
4　立体の軌跡の見える風景　1975　28×108×80 ㎝　真鍮、ブロンズ、木

5　分帰譜　1986　31×65×65 ㎝　鉄
6　宇宙ステーション軌道モデル　2006　直径 15.6 ㎝　ブロンズ

7　FUTURE-Ⅱ　2013　84×84×84 ㎝　ステンレス

― 宇宙への眼差し ― ▼９/1 11/4土 日

■開館時間　9：00 ～ 17：00
※入館は 16：30 まで
■休館日　毎週月曜日※ただし、
9/17、9/24、10/8 は 開 館 し、
9/18、9/25、10/9 は閉館
■入館料　大人300(団体200円)、
小中学生 200( 団体 100 円 )※団体
は 20 名以上※障がい者手帳をご
提示の方と介添の方 1名まで無料
■アクセス　上信越自動車道豊田
飯山 IC から約 10 分／北陸新幹線
東京駅から JR 飯山駅まで約 1 時
間 50 分 ( 長野駅から 12 分 ) ／ JR
飯山駅下車徒歩約 10分
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